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【手続補正書】
【提出日】平成24年1月26日(2012.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基体と、
　溝および貫通孔が形成された梁と、
を有し、
　前記梁は、前記基体からＹ方向に延出し、前記Ｙ方向に直交するＸ方向に屈曲振動し、
　前記溝は、前記梁の前記Ｘ方向および前記Ｙ方向に直交するＺ方向に垂直な面に形成さ
れ、
　前記梁には、前記溝が２つ形成され、
　２つの前記溝は、前記Ｚ方向に垂直な面の２つに１つずつ、平面視において前記Ｘ方向
に並列して形成され、
　前記貫通孔は、前記溝の内面から前記梁の前記溝が形成された面の反対側の面側まで貫
通している、屈曲振動片。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記溝には、前記貫通孔が複数形成された、屈曲振動片。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、
　前記梁は、前記溝の内面に設けられた第１電極と、前記梁の前記Ｘ方向に垂直な面に設
けられた第２電極と、前記貫通孔の内面に設けられたプラグと、を有する、屈曲振動片。
【請求項４】
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　請求項１ないし請求項３のいずれか一項において、
　前記基体および前記梁は、水晶で形成された、屈曲振動片。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれか一項において、
　前記梁は、前記基体から２本並列して延出した片持ち梁である、音叉型の屈曲振動片。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれか一項において、
　前記基体は、基部および前記基部から互いに反対方向に延出した１対の連結部を有し、
　前記基部から互いに反対方向に延出した１対の検出用の前記梁と、
　各前記連結部から互いに反対方向に延出した２対の駆動用の前記梁と、
を有する、屈曲振動片。
【請求項７】
　請求項１または請求項２において、
　前記基体を２つ有し、
　前記梁は、２つの前記基体により両端が支持され、２本並列して形成され、
　各前記梁には、前記溝が４つ形成され、
　４つの前記溝は、前記Ｚ方向に垂直な面の２つに２つずつ形成された、双音叉型の屈曲
振動片。
【請求項８】
　請求項７において、
　前記基体は、周囲を枠部が取り囲んだ開口部を有するフレーム状の形状であり、
　前記梁は、前記基体の前記枠部に両端が支持され、前記開口部の内側に、２本並列して
形成された、双音叉型の屈曲振動片。
【請求項９】
　請求項１ないし請求項８のいずれか一項に記載の屈曲振動片と、
　前記屈曲振動片を収納するケース体と、
　前記ケース体を封止する蓋体と、
を含む、屈曲振動子。
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